(別添様式１)
平成２３年度　６月補正予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農業振興費
	事業名:新農畜産物の放射性物質モニタリング検査事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　農産園芸課　クリーン農業担当　電話番号：058-272-1111
（内2664）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11423@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　補正要求額：464千円
（現計予算額：0千円　　　補正後予算額：464千円）

	要求内容


	１　要求の内容


平成23年３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震に起因する福島第一原子力発電所からの放射性物質流失事故の影響で、福島県等北関東地域において農畜産物から食品衛生法の暫定基準値を超える放射性物質が検出され、農畜産物の安心感が揺らいでいる。
このような状況の中、県内で生産される主要農畜産物について放射性物質のモニタリング検査を行い、安全性を確認するとともに県産農畜産物への不安感の払拭を図る。
　・事業実施期間　平成23年９月～平成24年３月
　・県主要品目であり、指標とすべき品目ともされている「ほうれんそう」「原乳」の　　定期的検査を行う。
　・県内のほうれんそう主要産地
　　夏ほうれんそう(雨よけ)：飛騨地域 ４月中旬～12月上旬
　冬春ほうれんそう(露地)：岐阜地域 10月上旬～５月中旬

　・検査点数　ほうれんそう：１点／週、原乳：１点／週
	２　所要経費


　モニタリング検査　464
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

　５安心してモノや食品を買い、消費できる地域をつくる

　・食品の安全を確保する
	２　これまでの取組状況


　平成23年４月17日(日)～18日(月)に県保健環境研究所（各務原市）で採取した降下物中に微量の放射性物質が検出されたことを受け、緊急的に４月20日農産物の放射性物質濃度分析を実施
検　　体：ほうれんそう（岐阜市産、露地栽培）
分析結果：放射性物質　不検出

	３　これまでの取組に対する評価


　降下物中の放射性物質も健康に影響があるレベルではなく、農産物の中でも最も影響を受けやすい「葉菜類（ほうれんそう）」の分析結果でも放射性物質が検出されなかったことにより、県産農産物の安全性が確認できた。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	現計

予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補正

要求額
	464
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	464

	決定額
	450
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	450


